
施設名 開館時間

所在地

TEL

メール

休館日

職員構成
R５年４月現在

１時間あたりの施設使用料（社会教育認定団体は２分の１）

４０ 名 ３５０ 円

３８ 名 ３５０ 円

２４ 名 ７２０ 円

４０ 名 ７８０ 円

貸し出し

可能備品

人、司書１人、図書補助２人、夜間管理２人、清掃員１人 合計１４人

児童館業務

駐車場

 sakuradai@shiroi-com10.com

２２台（内１台おもいやり駐車スペース）

図書室業務 （閲覧）９：００

付帯設備施設名

研修室

作法室

調理実習室

視聴覚室

定員

貸出施設

机１０台・椅子２０脚設置（予備机、予備

椅子あり）・ホワイトボード

水屋・炉（座卓、座布団ほか）

コンベック付調理台４台・炊飯器２台

電子レンジ２台・冷蔵庫１台ほか

机１０台・椅子４０脚・ピアノ１台

テレビモニター１台・DVDデッキ１台

ホワイトボード・スクリーン

レクリエーション

ホール
１００ 名 ９７０ 円

机９台・椅子１５０脚・卓球台４台

バドミントン用支柱１セット

ネット１セット・音響設備・更衣室

移動式ホワイトボード１台

（令和６年４月１日現在）

８：３０ ２１：００

児童館・図書室・桜台小学校区地区社協

（桜台センター内）

併設施設

FAX

窓口業務
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種別

月 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数

4 41 569 92 959 2 32 2 7 29 264 3 9 169 1,840

5 41 572 80 959 3 40 1 4 25 288 5 31 155 1,894

6 43 563 96 1,172 3 28 2 23 20 280 4 21 168 2,087

7 45 585 96 1,209 2 20 2 4 30 832 3 61 178 2,711

8 32 456 86 1,074 0 0 0 0 17 182 8 115 143 1,827

9 31 493 87 940 1 8 2 25 31 666 4 12 156 2,144

10 34 523 104 1,256 2 30 1 3 31 655 5 34 177 2,501

11 40 568 80 894 3 32 1 4 35 876 4 26 163 2,400

12 38 495 85 1,013 3 32 1 5 29 391 5 9 161 1,945

1 51 572 95 1,100 3 32 1 3 18 306 4 19 172 2,032

2 45 541 89 992 5 42 3 25 19 201 10 34 171 1,835

3 48 559 96 1,206 9 57 1 4 34 1,784 3 65 191 3,675

合計 489 6,496 1,086 12,774 36 353 17 107 318 6,725 58 436 2,004 26,891

の合計が必ず一緒になるように
各部屋の年間利用率を記入する欄を追加しましたので忘れずに記入してください。
年間利用率は、小数点第１位まで記入してください。（小数点第２位を四捨五入）

13.0

調理実習室

部屋名

研修室

55.2

2,143

88

利用人数（人）

レクホール

26,891

年間利用率（％）

418

視聴覚室

803 15,909

令和５年度　　公民館等団体別利用状況
（桜台公民館）

青少年 成人 女性 合計

2,004

その他

182

作法室

合　　　計

利用件数（件）

4,724

4,027

高齢者

584

個人

17

令和５年度部屋別利用件数・利用人数

35.0

25.0

3.0
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令和５年度桜台公 館 事業報告 

 

１ 運営方針 
  

 （１）全体の運営方針 

  ・利用団体や地域団体の活動継続支援 

（活動報告の場＜フェスタ・イズム＞をつくり、周知の手伝い＜さくセン通信に掲載・市 

ホールに掲示＞をした） 

 

 （２）分野別方針 

 運営目標 

家庭教育 

（１） 

①多様な環境での子育てを支援し、子育てに対する意識を高める 

②同世代の子ども同士、その保護者同士の出会いと交流の場と機会を提

供する 

③地域健全育成を図り、子育てによる閉塞感を緩和する 

 少年教育 

（２） 

①異年齢、異学区の子ども同士や地域との交流を図り、社会性を養う 

②想像力、創意工夫、生きる力をつけるための体験、学習、活動の機会

を提供する 

③ ら考え 動する 少年を地域で育成する 

成人教育 

（３） 

①変化する社会に対応できる知識を学び、犯罪などから身を守るすべを

提供する 

②体を動かす楽しさを知り、運動機能の低下を防ぐ 

③同じ趣味を持つ仲間づくりを支援する 

④新しいことにチャレンジし、知識欲を刺激する 

団体育成 

（４） 

①地域の人々がつながり、地域で何かをしたいという思いを支援する 

  

（３）令和５年度 重点的に実施した項目（講座・事業など） 

  ・「デジタル講座」主に高齢者がデジタル社会に取り残されることのないように年間を通して

様々な内容で開催した。 

  ・「地域交流イベント地域イズム」毎年、来館者との会話などから「こんなことしたい」「こん

なのがあったら」というニーズを探り開催している。今回は誰もが参加しやすい「ボッチャ」

と、おうちに眠る「児童書譲渡会」をメインに据えた。 
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２ 桜台公 館講座実施報告 
 

 （１）学習講座事業 

対象 学級講座名 回数 参加人数 

家庭教育 

（１） 

子育てサロン（児童館と合同） ①②③ ３回 延べ１２人 

赤ちゃん広場「いちご組」前半（児

童館と合同） 
①②③ ５回 １６人 

赤ちゃん広場「いちご組」後半（児

童館と合同） 
①②③ ５回 ２４人 

 少年教育 

（2） 

学ぶ Kids シリーズ【児童館と合同】 

 ・作ってみよう消しゴムはんこ 

 ・エタノールで船を動かそう 

 ・食塩水電池をつくろう 

 ・つくってみよう！タイルコース

ター 

①② ４回 延べ５２人 

さくらだいクラブ  井探検隊 

【児童館と合同】 
①②③ ３回 １２人 

さくセン子ども企画部【児童館と合

同】 
①② 4 回 １２人 

さくセンフェスタこどもボランティ

アに挑戦【児童館と合同】 
①② １回 ７人 

学ぶ Kids「さくセンウォーク」【 

少年相談員・児童館と合同】 
①②③ １回 ３人 

成人教育 

（３） 

デジタル講座 

 ・「シニアスマホ講座（基礎編）」 

 ・「シニアスマホ講座（応用編）」 

 ・スマホカメラを使いこなそう！ 

 ・タブレットで ZOOM 体験 

①③④ ８回 延べ７７人 

 井歴史散策 楽部  井の魅 発

   
②③④ ２回 ８人 

リフレッシュ倶楽部  宅でできる

健康リンパ  
②③④ ２回 延べ１９人 

大人のチャレンジ講座 はじめての

フォトアート  
③④ ２回 ６人 

ニコニコ 楽部  胡にチャレンジ

  
③④ １回 ９人 
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健康知っトク講座 作って べよう

エコ料理  
③④ １回 ５人 

禅講座 座禅体験 in 佛法寺  ④ １回 １５人 

団体育成 

（４） 
なろう！桜台地域サポーター ①  ４回 ５人 

 

 

 

 （２）講座以外に行った事業 

  ・桜台センター利用者連絡会（総会１回） 

  ・さくセンフェスタ実行委員会（全３回） 

  ・さくセンフェスタ（イベント） 

  ・地域イズム（イベント） 

  ・もっとほっとルーム（若者の居場所づくり） 

  ・ＹＳＢ桜台（ヤング桜台ベース）協力 

 

 （３）情報の提供 

  【紙媒体】 

  ・広報しろい掲載 

  ・さくセン通信（桜台センター月刊情報紙） 

  ・桜台児童館たより（桜台児童館月刊情報チラシ） 

  ・随時ポスター、チラシの掲示と配布 

  【ｗｅｂ】 

  ・ホームページ 

  ・ブログ 

  ・ＳＮＳ（Facebook ページ、Instagram、YouTube） 

 

 （４）施設の提供 

  ・市 に平等公平な施設利 促進（窓 のコンシェルジュ機能の充実） 

  ・貸館業務の充実（当日でも空いていれば利用可能） 

  ・ＹＳＢ桜台（ヤング桜台ベース）開催時、児童館の１室を提供 

 

 （５）「with コロナ」「after コロナ」時代に向けた対応 

  ・スタッフのマスク着用を推奨 

  ・除菌液の設置 

  ・顔認証検温機の設置 
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３ 事業の評価 
 （１）分野別方針 

 評 価 

家庭教育 

（１） 

After コロナとしてはじめて託児有り講座を開催し、参加しやすかったと

いう声があった。また、いちご組参加者は次年度に１歳児サークルに参

加する人が多く、ネットワークの広がりを図ることができた。 

 少年教育 

（２） 

学ぶ Kids「さくセンウォーク」の参加者が集まらなかった。他のイベン

トと日程がかぶってしまったのもあるが、before コロナ時の「さくセン

合宿」の人気にはるかに下回る。次年度は内容を 少年相談員の と相

談しつつ状況にあった計画をたてる。 

成人教育 

（３） 

「デジタル講座」では、初心者向けのスマホ講座を経てさらに興味のあ

る分野の講座に参加したり、同じ講座を再度受講して知識を深めたりと、

特に高齢者のニーズが高かった。手ぶらで参加できることもあり、次年

度も内容を精査して開催する予定である。 

今年度は after コロナとして初めて料理講座を開催した。コロナ不安なの

か、「エコ」という内容がニーズとしてなかったのか、参加者が少なかっ

た。次年度は本格的に調理系の講座を開催したい。 

団体育成 

（４） 

地域限定の「桜台地域サポーター」活動はセンターの手を離れても繋が

りはできたと判断し、今年度で事業としては最後とする。 

 

 （２）令和５年度重点的に実施した項目（講座・事業など） 

評価 

１-（３）に記載したように、時代に取り残されないように知識を得るための「デジタル講

座」では、計画時はコロナの最中で、テーマに「ZOOM 体験」があったが、直接顔を合わ

せることができるように社会状況が変化したため、参加者があまり集まらなかった。 

計画時と開催時の状況の変化はあるが、年度テーマを抽出することで参加につながってい

る。次年度も引き続きテーマを設定して年間で開催していく。 

 

地域のニーズを反映した「地域交流イベント地域イズム」では、テーマを拾い上げるため

の 々の会話などを重要視している。それはスタッフと地域住 との交流を図ることにも

つながり、桜台小学校区のランドマークとして、桜台センターを周知することができた。 
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講
座
・
学

習
プ
ロ
グ

ラ
ム

【
家
庭

教
育
】

 
講

座
名

 
子

育
て
サ

ロ
ン
（

児
童
館

合
同
）

 

対
象

 
子

育
て
中

の
市
民

 

募
集

人
数

 
各

内
容
に

よ
る

 
参

加
人

数
 
延

べ
１
２

人
 

事
業

の
課

題
と

目
標

 
課

 
題

 
・

子
育

て
中

は
フ

ラ
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

が
た
ま

り
や

す
い

。
 

・
自

分
の

時
間

を
持

ち
に

く
い

。
 

 目
 

標
 

・
子

ど
も

と
離

れ
て

自
分

の
時

間
を

持
ち

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ

す
る

。
 

・
少

し
の

不
満

で
も

口
に

出
し

て
空

気
抜

き
を

す
る

。
 

 学
習

期
間

 
９

月
～
１

１
月

 
学

習
場

所
 
視

聴
覚
室

 

回
数

 
３

回
 

講
師

 

①
リ

ン
パ

セ
ラ

ピ
ー

 
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
：
東

牧
佳

子

氏
 

②
認

定
N

P
O

法
人

色
彩

生
涯

教
育

協
会

認
定

講

師
：

高
橋

芙
美

子
氏

 

学
習

内
容

 
①

リ
ン
パ

を
流
す

セ
ル
フ

ケ
ア

 
②

プ
チ
カ

ラ
ー
診

断
で
自

分
に
似

合
う
色

を
見
つ

け
る

 

予
算

 

総
額

：
３

０
, ０

０
０
円

 
※

う
ち
参

加
者
負

担
金
：

０
円

 
内

訳
：
講

師
料
 

２
０

,０
０

０
円

 
 

 
そ
の

他
事
業

費
 
１

０
,０

０
０
円

 

決
算

 

総
額

：
１

６
, ０

３
７
円

 
※

う
ち
参

加
者
負

担
金

：
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

１
６

,０
３

７
円

 
 

 
 

そ
の

他
事

業
費
 

０
円

 

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

 
・

託
児

の
不

安
解

消
の

た
め

児
童

館
ス

タ
ッ
フ

が
子

ど
も

を
預

か
っ
た

。
 

・
参

加
者

同
士

が
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

り
や

す
い

よ
う

、
場
の

雰
囲
気

を
つ
く

っ
た

。
 

・
 

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

 
・

母
子

分
離

の
不

安
な

く
自

分
の

時
間

を
持
つ

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
参

加
者

同
士

が
お

し
ゃ

べ
り

し
や

す
い

雰
囲

気
で

交
流

を
持

つ
こ
と

が
で
き

た
。

 
・

 
備

考
 

・
 

・
 

 

 講
座

名
 

赤
ち

ゃ
ん

広
場
「

い
ち

ご
組

」
前

半
（

児
童

館
合

同
）

 

対
象

 
R
４

年
４

/ ２
～

R
４

年
９

/ ３
０
生

ま
れ
の

子
と
そ

の
保

護
者

 

募
集

人
数

 
市

民
８

組
 

参
加

人
数

 
８

組
１

６
人

 

事
業
の

課
題

と
目

標
 

課
 
題

 
・

家
族

形
態

が
多

様
化

し
、
子

育
て

の
悩

み
も

多
様

化
し

て
い

る
。

 
・

日
本

語
が

苦
手

な
外

国
の
人

が
増

え
て

い
る

。
 

 目
 
標

 
・

同
年

齢
の

子
と

そ
の

保
護
者

の
出

会
い

と
交

流
の

場
と

す
る

。
 

・
親

子
の

ふ
れ

あ
い

を
通

し
て
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
図

り
、
遊
び

の
大

切
さ
や

楽
し

さ
を

経
験

し
な
が

ら

子
育

て
に

対
す

る
意

識
を

高
め

る
。

 
 学

習
期

間
 

５
月

～
９

月
 

学
習

場
所

 
視

聴
覚

室
 

回
数

 
５

回
 

講
師

 
栄
養

士
・

保
健

師
・

歯
科
衛

生
士

 
M

’s
 y

og
a
桜
台

主
宰

：
金

子
雅

予
氏

 
ゆ
る

っ
と

ス
ト

レ
ッ

チ
主
宰

：
佐

々
木

優
子

氏
 

学
習

内
容

 
栄

養
相

談
・

育
児

相
談

・
歯

科
相

談
・

子
連

れ
ヨ

ガ
体
験

・
親
子

ビ
ク

ス
体

験
 

予
算

 

総
額

：
１

５
,０

０
０
円

 
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

：
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

１
２

,０
０
０

円
 

 
 

そ
の

他
事
業

費
 

３
, ０

０
０

円
 

決
算

 

総
額

：
１

０
,０

２
４
円

 
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

：
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

１
０

,０
２

４
円

 
 

 
 
そ

の
他

事
業

費
 

０
円

 

事
業
参

加
者

へ
の

配
慮

等
 

・
頑
張

る
自

分
を

褒
め

る
よ
う

促
し

た
。

 
・

参
加

者
同

士
が

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

り
や

す
い

よ
う

、
場

の
雰

囲
気

を
つ
く

っ
た

。
 

・
個
人

の
不

安
や

悩
み

を
聞
く

時
間

も
取

り
入

れ
た

。
 

事
業
の

成
果

（
課

題
や

目
標
に

対
し

て
）

 
・

個
々

の
悩

み
を

聞
い

て
も
ら

い
不

安
が

軽
減

で
き

た
。

 
・

参
加

者
同

士
が

お
し

ゃ
べ
り

し
や

す
い

雰
囲

気
で

交
流

を
持

つ
こ

と
が

で
き

た
。

 
・

わ
が

子
の

成
長

に
気

づ
き
喜

ぶ
姿

が
み

ら
れ

た
。

 
備

考
 

・
コ
ロ

ナ
対

策
と

し
て

前
半
後

半
に

分
け

て
開

催
し

た
。
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 講
座

名
 

赤
ち

ゃ
ん

広
場
「

い
ち
ご

組
」
後

半
（
児

童
館
合

同
）

 

対
象

 
R
４

年
１
０

/ １
～

R
５

年
４

/ １
生

ま
れ
の

子
と
そ

の
保

護
者

 

募
集

人
数

 
市

民
８
組

 
参

加
人

数
 
１

２
組
２

４
人

 

事
業

の
課

題
と

目
標

 
課

 
題

 
・

家
族

形
態

が
多

様
化

し
、

子
育

て
の

悩
み
も

多
様

化
し

て
い

る
。

 
・

日
本

語
が

苦
手

な
外

国
の

人
が

増
え

て
い
る

。
 

 目
 

標
 

・
同

年
齢

の
子

と
そ

の
保

護
者

の
出

会
い

と
交

流
の

場
と

す
る

。
 

・
親

子
の

ふ
れ
あ

い
を
通

し
て
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン
を

図
り
、
遊
び

の
大
切

さ
や

楽
し

さ
を

経
験

し
な

が
ら

子
育

て
に
対

す
る
意

識
を

高
め

る
。

 
 学

習
期

間
 

９
月

～
１

１
月

 
学

習
場

所
 
視

聴
覚
室

 

回
数

 
５

回
 

講
師

 
栄

養
士

・
保

健
師

・
歯

科
衛

生
士

 
M

’s
 y

og
a
桜

台
主
宰

：
金
子

雅
予

氏
 

ゆ
る

っ
と

ス
ト

レ
ッ

チ
主

宰
：

佐
々

木
優
子

氏
 

学
習

内
容

 
栄

養
相
談

・
育
児

相
談
・

歯
科
相

談
・
子

連
れ
ヨ

ガ
体
験

・
親
子

ビ
ク
ス

体
験

 

予
算

 

総
額

：
１

５
,０

０
０
円

 
※

う
ち
参

加
者
負

担
金
：

０
円

 
内

訳
：
講

師
料
 

１
２

,０
０

０
円

 
 

 
そ
の

他
事
業

費
 
３

, ０
０

０
円

 

決
算

 

総
額

：
１

０
,０

２
４
円

 
※

う
ち
参

加
者
負

担
金

：
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

１
０

,０
２

４
円

 
 

 
 

そ
の

他
事

業
費
 

０
円

 

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

 
・

頑
張

る
自

分
を

褒
め

る
よ

う
促

し
た

。
 

・
参

加
者

同
士

が
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

り
や

す
い

よ
う

、
場
の

雰
囲
気

を
つ
く

っ
た

。
 

・
個

人
の

不
安

や
悩

み
を

聞
く

時
間

も
取

り
入

れ
た

。
 

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

 
・

個
々

の
悩

み
を

聞
い

て
も

ら
い

不
安

が
軽
減

で
き

た
。

 
・

参
加

者
同

士
が

お
し

ゃ
べ

り
し

や
す

い
雰
囲

気
で

交
流

を
持

つ
こ
と

が
で
き

た
。

 
・

わ
が

子
の

成
長

に
気

づ
き

喜
ぶ

姿
が

み
ら
れ

た
。

 
備

考
 

・
コ

ロ
ナ

対
策

と
し

て
前

半
後

半
に

分
け

て
開

催
し

た
。
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講
座
・
学

習
プ
ロ
グ

ラ
ム

【
青
少

年
教
育
】

 
講

座
名

 
学

ぶ
K

id
s「

作
っ

て
み

よ
う

消
し

ゴ
ム

は
ん

こ
」（

児
童

館
合

同
）

 

対
象

 
市

内
小
学

５
年
生

以
上
の

子
ど
も

 

募
集

人
数

 
８

人
 

参
加

人
数

 
７

人
 

事
業

の
課

題
と

目
標

 
課

 
題

 
・

現
代

の
子

ど
も

は
刃

物
を

使
う

体
験

が
少
な

い
。

 
・

様
々

な
経

験
値

に
乏

し
く

達
成

感
を

感
じ
る

こ
と

が
少

な
い

。
 

 目
 

標
 

・
モ

ノ
づ

く
り

を
通

し
て

創
造

性
や

情
操

性
を

育
む

。
 

・
刃

物
を

使
う

体
験

を
す

る
。

 
 学

習
期

間
 

７
月

 
学

習
場

所
 
研

修
室

 

回
数

 
１

回
 

講
師

 
色

彩
講

師
：

高
橋

芙
美

子
氏

 

学
習

内
容

 
ト

レ
ー
シ

ン
グ
ペ

ー
パ
ー

上
の
好

き
な
絵

柄
を
選

び
、
消

し
ゴ
ム

に
転
写

し
彫
刻

刀
で

彫
る

 
作

っ
た
は

ん
こ
を

使
っ
て

オ
リ
ジ

ナ
ル
カ

ー
ド
を

作
成
す

る
 

予
算

 

総
額

：
１

５
,０

０
０
円

 
※

う
ち
参

加
者
負

担
金
：

５
０
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

６
,０

０
０

円
 

 
 

 
そ

の
他
事

業
費
 

９
, ０

０
０
円

 

決
算

 

総
額

：
５

,０
１

２
円

 
※

う
ち
参

加
者
負

担
金

：
５

０
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

５
,０

１
２

円
 

 
 

 
そ

の
他

事
業

費
 

０
円

 

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

 
・

刃
物

の
扱

い
に

気
を

つ
け

る
よ

う
声

掛
け
を

す
る

。
 

・
ケ

ガ
に

気
を

つ
け

る
よ

う
目

を
配

る
。

 
・

 

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

 
・

子
ど

も
た

ち
は

真
剣

に
刃

物
に

向
き

合
い
安

全
に

作
る

こ
と

が
で
き

た
。

 
・

独
創

的
な

作
品

が
で

き
あ

が
っ

た
。

 
・

 
備

考
 

・
 

・
 

   

 講
座

名
 

学
ぶ

K
id

s 「
エ

タ
ノ

ー
ル

で
船

を
動

か
そ

う
」（

児
童
館

合
同
）

 

対
象

 
市

内
小

学
１

～
２

年
生

 

募
集

人
数

 
２

４
人

 
参
加

人
数

 
１

８
人

 

事
業
の

課
題

と
目

標
 

課
 
題

 
・

近
年

子
ど

も
た

ち
に

理
科
離

れ
が

お
こ

っ
て

い
る

。
 

  目
 
標

 
・

身
近

な
も

の
を

使
っ

た
実
験

を
通

し
て

理
科

へ
の

興
味

関
心

を
高

め
る

。
 

・
様
々

な
こ

と
に

疑
問

を
持
ち

探
求

心
を

養
う

。
 

 学
習

期
間

 
８

月
 

学
習

場
所

 
研

修
室

 

回
数

 
１

回
 

講
師

 
一

般
社

団
法

人
デ

ィ
レ

ク
ト

フ
ォ

ー
ス

の
み

な
さ

ん
（

７
人

）
 

学
習

内
容

 
水

の
表

面
張

力
を

様
々

な
実

験
を

通
し

て
学

ぶ
 

ス
チ

ロ
ー

ル
紙
で

で
き

た
帆

掛
け

船
の

走
る

様
子

を
観
察

す
る

 

予
算

 

総
額

：
１

５
,０

０
０
円

 
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

：
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

１
０

,０
０
０

円
 

 
 

 
そ

の
他
事

業
費

 
５

,０
０

０
円

 

決
算

 

総
額

：
１

０
,０

０
０
円

 
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

：
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

１
０

,０
０

０
円

 
 

 
 
そ

の
他

事
業

費
 

０
円

 

事
業
参

加
者

へ
の

配
慮

等
 

・
個
人

に
実

験
キ

ッ
ト

を
配
る

。
 

・
集
中

力
が

切
れ

な
い

よ
う
な

進
行

に
す

る
。

 
・

水
や

エ
タ

ノ
ー

ル
液

を
使
用

す
る

た
め

注
意

を
促

す
。

 
 事

業
の

成
果

（
課

題
や

目
標
に

対
し

て
）

 
・

実
験

の
結

果
に

驚
き

、
興
味

を
示

し
て

い
た

。
 

・
講
師

の
問

い
か

け
に

も
多
く

の
反

応
が

あ
っ

た
。

 
・

集
中

し
て

実
験

に
臨

む
こ
と

が
で

き
た

。
 

 備
考

 
・

 
・
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 講
座

名
 

学
ぶ

K
id

s 「
食

塩
水

電
池

を
つ

く
ろ

う
」（

児
童

館
合

同
）

 

対
象

 
市

内
小
学

３
年
生

以
上
の

子
ど
も

 

募
集

人
数

 
２

４
人

 
参

加
人

数
 
１

８
人

 

事
業

の
課

題
と

目
標

 
課

 
題

 
・

近
年

子
ど

も
た

ち
に

理
科

離
れ

が
お

こ
っ
て

い
る

。
 

  目
 

標
 

・
身

近
な

も
の

を
使

っ
た

実
験

を
通

し
て

理
科

へ
の

興
味

関
心

を
高
め

る
。

 
・

様
々

な
こ

と
に

疑
問

を
持

ち
探

求
心

を
養
う

。
 

 学
習

期
間

 
８

月
 

学
習

場
所

 
研

修
室

 

回
数

 
１

回
 

講
師

 
一

般
社

団
法

人
デ

ィ
レ

ク
ト

フ
ォ

ー
ス

の
み

な
さ

ん
（

７
人

）
 

学
習

内
容

 
台

所
に
あ

る
身
近

な
材
料

を
使
用

し
て
電

池
を
作

る
 

作
っ

た
電

池
で
発

電
し
て

モ
ー
タ

ー
を
回

し
電
気

の
仕
組

み
を
学

ぶ
 

予
算

 

総
額

：
０

円
 

※
う

ち
参

加
者
負

担
金
：

０
円

 
内

訳
：
講

師
料
 

０
円

 
 

 
 
そ

の
他
事

業
費
 

０
円

 

決
算

 

総
額

：
０

円
 

※
う

ち
参

加
者
負

担
金

：
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

０
円

 
 

 
 

そ
の

他
事

業
費
 

０
円

 

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

 
・

２
人

１
組

で
グ

ル
ー

プ
を

作
り

、
２

グ
ル
ー

プ
に

ひ
と

り
講

師
が
つ

い
た
。

 
・

実
験

は
グ

ル
ー

プ
ご

と
に

行
い

、
ス

ム
ー
ズ

に
結

果
が

で
る

よ
う
に

し
た
。

 
 事

業
の

成
果

（
課

題
や

目
標

に
対

し
て

）
 

・
電

気
の

作
ら

れ
る

様
を

目
の

前
で

見
て

お
も

し
ろ

さ
を

感
じ

た
よ
う

だ
っ
た

。
 

・
電

池
を

作
る

こ
と

が
で

き
る

と
知

り
、

驚
き

と
と

も
に

理
科

に
興
味

を
も
っ

た
よ
う

だ
っ

た
。

 
・

集
中

し
て

実
験

に
臨

む
こ

と
が

で
き

た
。

 
 備

考
 

・
 

・
 

   

 講
座

名
 

学
ぶ

K
id

s 「
つ

く
っ

て
み

よ
う

！
タ

イ
ル

コ
ー

ス
タ

ー
」（

児
童

館
合

同
）

 

対
象

 
市

内
小

学
１

年
生

以
上

 

募
集

人
数

 
１

０
人

 
参
加

人
数

 
９

人
 

事
業
の

課
題

と
目

標
 

課
 
題

 
・

何
か

を
作

り
た

い
と

い
う
欲

求
が

あ
っ

て
も

そ
の

機
会

が
少

な
い

。
 

・
達
成

感
を

感
じ

る
機

会
が
少

な
い

。
 

  目
 
標

 
・

創
造

性
や

情
操

性
を

育
む
。

 
・

様
々

な
体

験
を

通
し

て
モ
ノ

づ
く

り
の

楽
し

さ
を

知
る

。
 

 学
習

期
間

 
８

月
 

学
習

場
所

 
研

修
室

 

回
数

 
１

回
 

講
師

 
児
童

館
ス

タ
ッ

フ
 

学
習

内
容

 
好

み
の

色
や

形
の

タ
イ

ル
を

選
び

デ
ザ

イ
ン

を
考

え
る

 
安

全
性

を
考

慮
し

目
地

材
を

使
う

体
験

を
し

、
オ

リ
ジ
ナ

ル
コ
ー

ス
タ

ー
を

作
る

 

予
算

 

総
額

：
１

５
,０

０
０
円

 
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

：
５

０
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

１
０

,０
０
０

円
 

 
 

 
そ

の
他
事

業
費

 
５

,０
０

０
円

 

決
算

 

総
額

：
９

,３
３

４
円

 
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

：
５

０
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

０
円

 
 

 
 
そ

の
他

事
業

費
９

,３
３

４
円

 

事
業
参

加
者

へ
の

配
慮

等
 

・
２
年

生
以

下
は

保
護

者
同
伴

と
し

た
。

 
・

個
性

が
出

る
よ

う
タ

イ
ル
素

材
を

豊
富

に
揃

え
た

。
 

・
工
程

が
多

い
た

め
集

中
力
を

切
ら

さ
な

い
よ

う
声

掛
け

を
し

た
。

 
 事

業
の

成
果

（
課

題
や

目
標
に

対
し

て
）

 
・

個
性

的
な

作
品

に
仕

上
が
り

、
達

成
感

を
感

じ
た

よ
う

だ
っ

た
。

 
・

使
い

道
な

ど
を

考
え

て
作
成

す
る

な
ど

、
イ

メ
ー

ジ
づ

く
り

か
ら

と
り

か
か

る
こ
と

が
で

き
た

。
 

・
最
期

ま
で

集
中

を
切

ら
さ
ず

、
ケ

ガ
無

く
作

り
上

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

 備
考

 
・

 
・
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 講
座

名
 

さ
く

ら
だ

い
ク
ラ

ブ
～
白

井
探
検

隊
～
（

児
童
館

合
同
）

 

対
象

 
市

内
小
学

３
年
生

以
上

 

募
集

人
数

 
８

人
 

参
加

人
数

 
１

２
人

 

事
業

の
課

題
と

目
標

 
課

 
題

 
・

白
井

に
住

ん
で

い
な

が
ら

知
ら

な
い

白
井
が

多
い

。
 

・
様

々
な

体
験

を
す

る
機

会
が

少
な

い
。

 
 目

 
標

 
・

白
井

に
興

味
を

持
つ

き
っ

か
け

と
す

る
。

 
・

様
々

な
体

験
を

通
し

て
異

学
年

交
流

の
場
と

す
る

。
 

 学
習

期
間

 
９

月
～
３

月
 

学
習

場
所

 
研

修
室
・
調

理
実

習
室
・
小

学
生

ル
ー

ム
 

回
数

 
３

回
 

講
師

 
市

職
員

２
人
・
地

域
有
志
：
高

城
久

美
子

氏
・
児

童

館
ス

タ
ッ

フ
 

学
習

内
容

 

・
公

共
施

設
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
ゲ

ー
ム

で
遊

び
な

が
ら

行
政

予
算

の
使

い
道

や
金

額
を

学
び

、
行

政
サ

ー
ビ

ス
に
つ

い
て
考

え
る

 
・

郷
土
料

理
の
ひ

と
つ
、

ば
ら
っ

ぱ
饅
頭

を
作
る

 
・

さ
く
セ

ン
フ
ェ

ス
タ
の

運
営

 

予
算

 

総
額

：
２

３
,０

０
０
円

 
※

う
ち
参

加
者
負

担
金
：

５
０
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

１
５

,０
０

０
円

 
 

 
 
そ

の
他
事

業
費
 

８
,０

０
０
円

 

決
算

 

総
額

：
５

,６
６

９
円

 
※

う
ち
参

加
者
負

担
金

：
５

０
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

５
,０

１
２

円
 

 
 

 
そ

の
他

事
業

費
 

６
５

７
円

 

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

 
・

ケ
ガ

の
な

い
よ

う
目

を
配

っ
た

。
 

・
異

学
年

を
ひ

と
つ

の
グ

ル
ー

プ
と

し
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を
と

り
や
す

い
雰
囲

気
に

し
た

。
 

・
仕

事
が

偏
ら

な
い

よ
う

に
配

分
し

た
。

 
  事

業
の

成
果

（
課

題
や

目
標

に
対

し
て

）
 

・
地

域
に

興
味

を
抱

い
た

よ
う

だ
っ

た
。

 
・

行
政

サ
ー

ビ
ス

を
行

う
視

点
で

理
解

す
る
こ

と
が

で
き

た
よ

う
だ
っ

た
。

 
・

力
を

合
わ

せ
て

運
営

す
る

こ
と

を
学

ん
だ
。

 
 備

考
 

・
 

・
 

 

 講
座

名
 

さ
く

セ
ン

子
ど
も

企
画

部
（

児
童

館
合

同
）

 

対
象

 
市

内
小

学
３

年
生

以
上

 

募
集

人
数

 
８

人
 

参
加

人
数

 
１

２
人

 

事
業
の

課
題

と
目

標
 

課
 
題

 
・

様
々

な
こ

と
が

面
倒

だ
と
感

じ
る

子
が

増
え

て
い

る
。

 
・

誰
か

と
何

か
を

成
し

遂
げ
る

機
会

が
少

な
い

。
 

 目
 
標

 
・

自
分

の
意

見
を

言
い

、
他
の

子
の

意
見

も
尊

重
し

、
最

後
ま

で
や

り
遂

げ
る

。
 

  学
習

期
間

 
２

月
～

３
月

 
学
習

場
所

 
小

学
生

ル
ー

ム
・

中
高

生
ル

ー
ム

 

回
数

 
４

回
 

講
師

 
児
童

館
ス

タ
ッ

フ
 

学
習

内
容

 
さ

く
セ

ン
フ

ェ
ス

タ
児

童
館

ブ
ー

ス
の

企
画

運
営

 
（

輪
投

げ
で

ビ
ン

ゴ
）

 

予
算

 

総
額

：
５

,０
０

０
円

 
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

：
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

０
円

 
 

 
 

そ
の

他
事

業
費

 
５

,０
０

０
円

 

決
算

 

総
額

：
０

円
 

※
う

ち
参

加
者
負

担
金

：
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

０
円

 
 

 
 
そ

の
他

事
業

費
 

０
円

 

事
業
参

加
者

へ
の

配
慮

等
 

・
ケ
ガ

の
な

い
よ

う
目

を
配
る

。
 

・
意
見

や
仕

事
が

偏
ら

な
い
よ

う
に

配
分

し
た

。
 

・
異
学

年
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
り

や
す

い
雰

囲
気

づ
く

り
を

意
識

し
た
。

 
・

必
要

な
備

品
の

準
備

を
行
っ

た
。

 
事

業
の

成
果

（
課

題
や

目
標
に

対
し

て
）

 
・

み
な

が
意

見
を

言
い

、
内
容

を
決

定
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 
・

楽
し

み
な

が
ら

や
り

遂
げ
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

・
個
人

の
達

成
感

と
協

力
し
あ

っ
て

成
し

遂
げ

る
喜

び
を

感
じ

た
よ

う
だ

っ
た

。
 

備
考
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 講
座

名
 

さ
く

セ
ン

フ
ェ
ス

タ
こ
ど

も
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
に
挑

戦
（
児

童
館
合

同
）

 

対
象

 
市

内
小
学

４
年
生

以
上
市

内
在
住

高
校
生

ま
で

 

募
集

人
数

 
１

０
人

 
参

加
人

数
 
７

人
 

事
業

の
課

題
と

目
標

 
課

 
題

 
・

誰
か

の
た

め
に

行
動

す
る

機
会

が
少

な
い
。

 
・

人
と

関
わ

る
こ

と
が

面
倒

だ
と

感
じ

る
子
が

増
え

て
い

る
。

 
 目

 
標

 
・

自
主

性
や

協
調

性
を

育
む

。
 

・
人

の
た

め
に

働
く

喜
び

を
味

わ
う

。
 

 学
習

期
間

 
３

月
 

学
習

場
所

 
小

学
生
ル

ー
ム

 

回
数

 
１

回
 

講
師

 
児

童
館

ス
タ

ッ
フ

 

学
習

内
容

 
・

さ
く
セ

ン
フ
ェ

ス
タ
で

児
童
館

エ
リ
ア

の
ブ
ー

ス
を
担

当
す
る

 
（

ス
ト

ラ
ッ

ク
ア

ウ
ト

・
ナ

ン
バ

ー
揃

え
に

挑
戦

・
ピ

ン
ポ

ン
カ

ッ
プ

・
く

る
く

る
レ

イ
ン

ボ

ー
ほ

か
）

 

予
算

 

総
額

：
２

, ０
０

０
円

 
※

う
ち
参

加
者
負

担
金
：

０
円

 
内

訳
：
講

師
料
 

０
円

 
 

 
 
そ

の
他
事

業
費
 

２
,０

０
０
円

 

決
算

 

総
額

：
０

円
 

※
う

ち
参

加
者
負

担
金

：
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

０
円

 
 

 
 

そ
の

他
事

業
費
 

０
円

 

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

 
・

ケ
ガ

の
な

い
よ

う
目

を
配

っ
た

。
 

・
役

割
に

つ
い

て
事

前
に

伝
え

、
確

認
さ

せ
た

。
 

・
役

割
が

偏
ら

な
い

よ
う

に
配

分
し

た
。

 
 事

業
の

成
果

（
課

題
や

目
標

に
対

し
て

）
 

・
来

場
者

へ
の

声
掛

け
が

で
き

、
来

場
者

を
楽

し
ま

せ
る

こ
と

が
で
き

た
。

 
・

自
ら

楽
し

み
な

が
ら

、
人

の
た

め
に

働
く
喜

び
を

感
じ

る
こ

と
が
で

き
た
よ

う
だ
。

 
 備

考
 

・
体

調
不

良
で

１
人

不
参

加
 

・
 

    

 講
座

名
 

学
ぶ

K
id

s 「
さ

く
セ

ン
ウ

ォ
ー

ク
」
（
青

少
年

相
談

員
・

児
童
館

合
同

）
 

対
象

 
桜

台
小

学
４

年
生

以
上

 

募
集

人
数

 
１

０
人

 
参
加

人
数

 
３

人
 

事
業
の

課
題

と
目

標
 

課
 
題

 
・

体
力

が
落

ち
て

い
る

子
が
増

え
て

い
る

。
 

・
無
気

力
な

子
ど

も
が

増
え
て

い
る

。
 

・
住
ん

で
い

る
周

辺
の

地
域
で

も
知

ら
な

い
こ

と
が

多
い

。
 

 目
 
標

 
・

長
距

離
を

歩
き

、
み

ん
な
で

完
歩

を
目

指
す

。
 

・
地
域

を
知

る
。

 
 学

習
期

間
 

１
０

月
 

学
習

場
所

 
市

内
、

研
修

室
 

回
数

 
１

回
 

講
師

 
児
童

館
ス

タ
ッ

フ
 

学
習

内
容

 
・

桜
台

セ
ン

タ
ー

を
起

点
に

、
印

西
市

内
を

７
. ７

km
歩

く
 

（
途

中
、

国
指
定

重
要

文
化

財
な

ど
を

見
学

）
 

予
算

 

総
額

：
３

０
, ０

０
０
円

 
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

：
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

０
円

 
 

 
そ

の
他

事
業

費
 

３
０

,０
０

０
円

 

決
算

 

総
額

：
８

, ４
３

３
円

 
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

：
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

０
円

 
 

 
そ
の

他
事

業
費

 
８

,４
３

３
円

 

事
業
参

加
者

へ
の

配
慮

等
 

・
体
調

に
気

を
配

っ
た

。
 

・
水
分

補
給

す
る

よ
う

こ
ま
め

に
声

掛
け

し
た

。
 

・
見
学

場
所

や
休

憩
場

所
で
マ

ナ
ー

を
守

る
よ

う
声

掛
け

し
た

。
 

・
交
通

ル
ー

ル
の

遵
守

を
心
掛

け
た

。
 

・
青
パ

ト
が

道
々

で
見

守
っ
た

。
 

事
業
の

成
果

（
課

題
や

目
標
に

対
し

て
）

 
・

全
員

完
歩

す
る

こ
と

が
で
き

た
。

 
・

参
加

者
同

士
が

歩
き

な
が
ら

交
流

で
き

た
よ

う
だ

っ
た

。
 

・
ニ
ュ

ー
タ

ウ
ン

の
周

辺
に
は

田
園

地
帯

が
広

が
り

、
国

指
定

重
要

文
化

財
が

あ
る
こ

と
に

感
動

し
て

い
た

。
 

 備
考

 
・

開
催

日
が

地
域

で
の

各
催
事

に
重

な
り

、
極

端
に

参
加

者
が

少
な

か
っ

た
。

 
・

次
年

度
は

企
画

内
容

を
青
少

年
相

談
員

と
と

も
に

再
考

す
る

予
定

で
あ

る
。
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講
座
・
学

習
プ
ロ
グ

ラ
ム

【
成
人

教
育
】

 
講

座
名

 
デ

ジ
タ
ル

講
座
～

初
心
者

向
け
「

シ
ニ
ア

ス
マ
ホ

講
座
（

基
礎
編

）」
～

 

対
象

 
概

ね
６
０

歳
以
上

の
市
民

 

募
集

人
数

 
１

５
人

 
参

加
人

数
 
延

べ
１
６

人
 

事
業

の
課

題
と

目
標

 
課

 
題

 
・

社
会

状
況

が
デ

ジ
タ

ル
機

器
の

使
用

を
前
提

と
し

て
い

る
こ

と
が
多

い
。

 
・

高
齢

者
は

デ
ジ

タ
ル

機
器

に
馴

染
み

が
薄
く

、
苦

手
意

識
を

持
つ
人

が
多
い

。
 

 目
 

標
 

・
苦

手
意

識
な

く
、

便
利

ツ
ー

ル
と

し
て

使
用

で
き

る
よ

う
に

な
る
。

 
 学

習
期

間
 

４
月

～
９

月
 

学
習

場
所

 
視

聴
覚
室

 

回
数

 
２

回
 

講
師

 
ソ

フ
ト

バ
ン

ク
公

認
ス

マ
ホ

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

 

学
習

内
容

 
初

心
者
に

向
け
た

ス
マ
ホ

の
基
礎

知
識
と

基
本
操

作
を
学

ぶ
 

予
算

 

総
額

：
５

, ０
０

０
円

 
※

う
ち
参

加
者
負

担
金
：

０
円

 
内

訳
：
講

師
料
 

０
円

 
 

 
 
そ

の
他
事

業
費
 

５
,０

０
０
円

 

決
算

 

総
額

：
０

円
 

※
う

ち
参

加
者
負

担
金

：
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

０
円

 
 

 
 

そ
の

他
事

業
費
 

０
円

 

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

 
・

ス
マ

ホ
所

有
の

有
無

に
関

わ
ら

ず
参

加
で
き

る
よ

う
、

講
師

が
人
数

分
の
ス

マ
ホ
を

用
意

す
る

。
 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

を
使

用
し

て
視

覚
的

に
も

わ
か

り
や

す
い

講
座
と

す
る
。

 
・

個
人

的
な

相
談

の
時

間
も

設
け

る
。

 

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

 
・

ス
マ

ホ
操

作
が

楽
し

い
と

感
じ

た
よ

う
だ
っ

た
。

 
・

生
活

の
中

で
活

用
す

る
具

体
例

が
個

々
に
イ

メ
ー

ジ
で

き
た

よ
う
だ

っ
た
。

 
・

 
備

考
 

・
ス

マ
ホ

所
有

が
普

及
し

て
い

る
か

ら
か

、
参

加
者

が
減

少
し

て
い
る

。
 

・
次

年
度

は
基

礎
編

を
特

出
し

て
開

催
す

る
こ

と
に

つ
い

て
検

討
す
る

。
 

    

 講
座

名
 

デ
ジ

タ
ル

講
座
「

シ
ニ

ア
ス

マ
ホ

講
座

（
応

用
編

）
～
ア

プ
リ
を

安
全

に
楽

し
む

～
」

 

対
象

 
概

ね
６

０
歳

以
上

の
市

民
 

募
集

人
数

 
１

５
人

 
参
加

人
数

 
延

べ
２

３
人

 

事
業
の

課
題

と
目

標
 

課
 
題

 
・

ア
プ

リ
を

イ
ン

ス
ト

ー
ル
す

る
こ

と
に

不
安

が
あ

る
。

 
・

ス
マ

ホ
の

基
本

操
作

は
で
き

る
が

、
そ

の
あ

と
の

楽
し

み
方

が
わ

か
ら

な
い

。
 

 目
 
標

 
・

ア
プ

リ
を

使
っ

て
日

常
生
活

に
潤

い
を

与
え

る
き

っ
か

け
と

す
る

。
 

・
知
識

を
得

る
こ

と
で

ア
プ
リ

使
用

の
怖

さ
を

軽
減

す
る

。
 

 学
習

期
間

 
６

月
～

１
１

月
 

学
習

場
所

 
視

聴
覚

室
 

回
数

 
２

回
 

講
師

 
ソ
フ

ト
バ

ン
ク

公
認

ス
マ
ホ

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

 

学
習

内
容

 
ス

マ
ホ

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
や

ア
プ

リ
や

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ
ト

を
中
心

と
し

て
学

ぶ
 

予
算

 

総
額

：
５

, ０
０

０
円

 
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

：
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

０
円

 
 

 
 

そ
の

他
事

業
費

 
５

,０
０

０
円

 

決
算

 

総
額

：
０

円
 

※
う

ち
参

加
者
負

担
金

：
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

０
円

 
 

 
 
そ

の
他

事
業

費
 

０
円

 

事
業
参

加
者

へ
の

配
慮

等
 

・
ス
マ

ホ
所

有
の

有
無

に
関
わ

ら
ず

参
加

で
き

る
よ

う
、

講
師

が
人

数
分

の
ス

マ
ホ
を

用
意

す
る

。
 

・
プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
を

使
用
し

て
視

覚
的

に
も

わ
か

り
や

す
い

講
座

と
す

る
。

 
・

個
人

的
な

相
談

の
時

間
も
設

け
る

。
 

事
業
の

成
果

（
課

題
や

目
標
に

対
し

て
）

 
・
有

料
ア

プ
リ

と
無

料
ア

プ
リ
の

見
分

け
方

、
迷

惑
メ

ー
ル

の
見
分

け
方
な

ど
日

常
生

活
に

役
立
つ

知
識

を
得

て
、

さ
ら

に
ス

マ
ホ

を
道

具
と

し
て

使
い
や

す
く
な

っ
た

よ
う

だ
っ

た
。

 
・

知
識

が
無

い
が

故
の

怖
さ
は

、
軽

減
で

き
た

よ
う

だ
っ

た
。

 
 備

考
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 講
座

名
 

デ
ジ

タ
ル

講
座
～

ス
マ
ホ

カ
メ
ラ

を
使
い

こ
な
そ

う
！
～

 

対
象

 
市

内
在
住

 

募
集

人
数

 
１

５
人

 
参

加
人

数
 
延

べ
２
５

人
 

事
業

の
課

題
と

目
標

 
課

 
題

 
・

ス
マ

ホ
を

電
話

と
し

て
し

か
使

え
な

い
人
が

多
い

。
 

・
ス

マ
ホ

カ
メ

ラ
が

高
性

能
で

あ
る

こ
と

を
知

ら
な

い
人

が
多

い
。

 
 目

 
標

 
・

ス
マ

ホ
機

能
の

ひ
と

つ
と

し
て

カ
メ

ラ
を
使

い
こ

な
す

。
 

・
交

流
を

図
る

。
 

 学
習

期
間

 
５

月
～
１

０
月

 
学

習
場

所
 
視

聴
覚
室

 

回
数

 
２

回
 

講
師

 
ソ

フ
ト

バ
ン

ク
公

認
ス

マ
ホ

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

 

学
習

内
容

 
ピ

ン
ト

合
わ

せ
、

光
源

位
置

、
シ

ー
ン

に
合

わ
せ

た
フ

ラ
ッ

シ
ュ

の
効

果
的

な
使

い
方

や
ス

マ

ホ
な

ら
で

は
の

G
oo

gl
e
レ

ン
ズ
の

使
用
法

を
学
ぶ

 

予
算

 

総
額

：
５

, ０
０

０
円

 
※

う
ち
参

加
者
負

担
金
：

０
円

 
内

訳
：
講

師
料
 

０
円

 
 

 
 
そ

の
他
事

業
費
 

５
,０

０
０
円

 

決
算

 

総
額

：
０

円
 

※
う

ち
参

加
者
負

担
金

：
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

０
円

 
 

 
 

そ
の

他
事

業
費
 

０
円

 

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

 
・

ス
マ

ホ
所

有
の

有
無

に
関

わ
ら

ず
参

加
で
き

る
よ

う
、

講
師

が
人
数

分
の
ス

マ
ホ
を

用
意

す
る

。
 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

を
使

用
し

て
視

覚
的

に
も

わ
か

り
や

す
い

講
座
と

す
る
。

 
・

個
人

的
な

相
談

の
時

間
も

設
け

る
。

 

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

 
・
ス
マ

ホ
カ
メ

ラ
は
撮

影
の
み

の
ツ
ー

ル
で
は

な
く
、
ス

マ
ホ

の
機

能
の

ひ
と

つ
で
あ

る
こ

と
を

認
識

し
、
ス

マ
ホ

の
新
た

な
楽
し

み
を

知
っ

た
よ

う
だ

っ
た

。
 

・
は
じ

め
は
聞

く
だ
け

だ
っ
た

参
加
者

が
、
お

互
い

を
撮

影
し

あ
っ

た
り

、
画

像
を
見

せ
合
っ

た
り

と
交

流
が

で
き

た
よ
う

だ
っ
た

。
 

 備
考

 
・

 
   

 講
座

名
 

デ
ジ

タ
ル

講
座
～

タ
ブ

レ
ッ

ト
で

Z
O

O
M

体
験

～
 

対
象

 
市

内
在

住
 

募
集

人
数

 
１

０
人

 
参
加

人
数

 
延

べ
１

３
人

 

事
業
の

課
題

と
目

標
 

課
 
題

 
・

外
出

自
粛

の
頃

か
ら

Z
O

O
M

の
需

要
が
高

ま
っ
た

。
 

・
地
域

の
会

議
な

ど
も

Z
O

O
M

で
の

開
催
が

増
え
た

。
 

・
Z

O
O

M
の

名
称

は
知

っ
て
い

て
も

使
う

こ
と

が
で
き

な
い
人

が
多
い

。
 

 目
 
標

 
・

苦
手

意
識

な
く

Z
O

O
M

機
能

を
使

え
る

よ
う

に
す

る
。

 
・

交
流

を
図

る
。

 
 学

習
期

間
 

７
月

～
１

２
月

 
学
習

場
所

 
視

聴
覚

室
 

回
数

 
２

回
 

講
師

 
ソ
フ

ト
バ

ン
ク

公
認

ス
マ
ホ

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

 

学
習

内
容

 
ゲ

ス
ト

側
の

基
本

操
作

を
中

心
と

し
た

学
び

 

予
算

 

総
額

：
５

,０
０

０
円

 
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

：
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

０
円

 
 

 
 

そ
の

他
事

業
費

 
５

, ０
０

０
円

 

決
算

 

総
額

：
０

円
 

※
う

ち
参

加
者
負

担
金

：
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

０
円

 
 

 
 
そ

の
他

事
業

費
 

０
円

 

事
業
参

加
者

へ
の

配
慮

等
 

・
タ
ブ

レ
ッ

ト
所

有
の

有
無
に

関
わ

ら
ず

参
加

で
き

る
よ

う
、

講
師

が
人

数
分

の
タ
ブ

レ
ッ

ト
を

用
意

す
る

。
 

・
苦
手

意
識

払
拭

の
た

め
、
ク

イ
ズ

な
ど

を
交

え
て

楽
し

く
操

作
を

学
ぶ

こ
と

が
で
き

る
よ

う
に

す
る

。
 

・
プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
を

使
用
し

て
視

覚
的

に
も

わ
か

り
や

す
い

講
座

と
す

る
。

 
・

個
人

的
な

相
談

の
時

間
も
設

け
る

。
 

事
業
の

成
果

（
課

題
や

目
標
に

対
し

て
）

 
・

最
初

は
タ

ブ
レ

ッ
ト

の
扱
い

に
戸

惑
っ

て
い

た
が

、
触

っ
て

い
る

う
ち

に
楽

し
さ
を

覚
え

た
よ

う
だ

っ
た

。
 

・
講
師

の
出

す
ク

イ
ズ

に
盛
り

上
が

っ
て

い
た

。
 

 備
考

 
・
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染
症

が
５

類
感

染
症

に
移

行
し

た
こ

と
に

伴
い

、
リ
ア

ル
で

の
顔

合
わ

せ
が
増

え

Z
O

O
M

の
需

要
が
減

っ
た
こ

と
を

鑑
み

、
今

年
度
で

一
旦
当

該
講
座

を
終

了
と

す
る
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 講
座

名
 

白
井

歴
史

散
策
 

楽
部
～

白
井

の
魅

力
発

見
～

 

対
象

 
市

内
在
住

 

募
集

人
数

 
１

０
人

 
参

加
人

数
 
８

人
 

事
業

の
課

題
と

目
標

 
課

 
題

 
・

白
井

に
住

ん
で

い
て

も
白

井
の

こ
と

を
実
は

知
ら

な
い

と
い

う
人
が

多
い
。

 
・

地
域

を
知

ら
な

い
と

郷
土

愛
を

育
む

こ
と
は

難
し

い
。

 
 目

 
標

 
・

白
井

の
歴

史
や

文
化

財
、

地
域

の
特

性
な
ど

を
知

る
。

 
・

散
策

を
し

な
が

ら
地

域
の

魅
力

を
発

見
す
る

。
 

・
参

加
者

同
士

の
交

流
を

図
り

、
生

き
が

い
づ

く
り

を
推

進
す

る
。

 
 学

習
期

間
 

１
２

月
 

学
習

場
所

 
視

聴
覚
室

・
白
井

文
化

セ
ン

タ
ー

 

回
数

 
２

回
 

講
師

 
市

学
芸

員
：

戸
谷

敦
司

氏
 

学
習

内
容

 
１

回
目
：

白
井
市

の
歴
史

や
文
化

財
に
つ

い
て
座

学
で
学

ぶ
 

２
回

目
：

白
井
郷

土
資
料

館
や
そ

の
周
辺

の
神
社

や
文
化

財
を
見

て
ま
わ

る
 

予
算

 

総
額

：
５

,０
０

０
円

 
※

う
ち
参

加
者
負

担
金
：

０
円

 
内

訳
：
講

師
料
 

０
円

 
 

 
 
そ

の
他
事

業
費
 

５
, ０

０
０
円

 

決
算

 

総
額

：
０

円
 

※
う

ち
参

加
者
負

担
金

：
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

０
円

 
 

 
 

そ
の

他
事

業
費
 

０
円

 

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

 
・

充
実

し
た

配
布

資
料

を
用

意
す

る
。

 
・

一
方

的
な

講
義

で
は

な
く

、
質

問
な

ど
を
気

軽
に

受
け

付
け

て
解
説

に
も
時

間
を
と

る
。

 
・

事
故

の
な

い
よ

う
注

意
す

る
。

 

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

 
・

座
学

で
学

ん
だ

も
の

を
直

接
目

に
す

る
こ
と

が
で

き
、

満
足

度
の
高

い
講
座

と
な
っ

た
。

 
・

さ
ら

に
白

井
を

知
り

た
い

と
知

識
欲

を
刺
激

し
た

よ
う

だ
っ

た
。

 
 備

考
 

・
今
回

は
じ
め

て
散
策

す
る
地

域
を
桜

台
セ
ン

タ
ー
周

辺
で
は

な
く

、
市

役
所

周
辺
と

し
た
が

、
今

後
に

つ
い

て
は

、
講
師

と
検
討

し
て

い
く

。
 

   

 講
座

名
 

リ
フ

レ
ッ

シ
ュ
 

楽
部

～
自

宅
で

で
き

る
健

康
リ

ン
パ

～
 

対
象

 
市

内
在

住
 

募
集

人
数

 
１

０
人

 
参
加

人
数

 
延

べ
１

９
人

 

事
業
の

課
題

と
目

標
 

課
 
題

 
・

健
康

に
暮

ら
し

た
い

と
思
っ

て
い

て
も

、
ど

う
す

れ
ば

い
い

の
か

わ
か

ら
な

い
人
が

多
い

。
 

・
激
し

い
運

動
を

す
る

に
は
無

理
が

あ
り

、
施

術
を

受
け

る
に

は
様

々
な

問
題

が
あ
る

。
 

 目
 
標

 
・

自
宅

で
セ

ル
フ

ケ
ア

で
き
る

よ
う

に
な

る
。

 
・

リ
ン

パ
の

流
れ

な
ど

を
理
解

す
る

。
 

 学
習

期
間

 
１

０
月

～
２

月
 

学
習

場
所

 
視

聴
覚

室
 

回
数

 
２

回
 

講
師

 
リ
ン

パ
セ

ラ
ピ

ー
 

ア
ド

バ
イ

ザ
ー
：
東

牧
佳

子
氏

 

学
習

内
容

 
全

身
の

リ
ン

パ
の

流
れ

を
学

び
、

実
際

に
自

身
の

手
で
リ

ン
パ
を

流
す

方
法

を
体

験
す
る

 

予
算

 

総
額

：
２

０
, ０

０
０
円

 
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

：
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

２
０

, ０
０
０

円
 

 
 

 
そ

の
他
事

業
費

 
０

円
 

決
算

 

総
額

：
１

８
, ０

４
２
円

 
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

：
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
１

８
, ０

４
２

円
 

 
 

 
そ

の
他

事
業

費
 

０
円

 

事
業
参

加
者

へ
の

配
慮

等
 

・
帰
宅

後
セ

ル
フ

ケ
ア

が
で
き

る
よ

う
、

実
践

重
視

で
行

う
。

 
・

個
人

の
不

調
な

ど
に

つ
い
て

ア
ド

バ
イ

ス
で

き
る

時
間

を
作

る
。

 
 事

業
の

成
果

（
課

題
や

目
標
に

対
し

て
）

 
・

座
学

で
学

ん
だ

も
の

を
実
際

に
セ

ル
フ

ケ
ア

し
、

満
足

度
の

高
い

講
座

と
な

っ
た
。

 
・

復
習

の
た

め
に

複
数

回
受
講

す
る

人
も

見
受

け
ら

れ
た

。
 

  備
考

 
・
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 講
座

名
 

大
人

の
チ

ャ
レ
ン

ジ
講
座

～
は
じ

め
て
の

フ
ォ
ト

ア
ー
ト

～
 

対
象

 
市

民
 

募
集

人
数

 
６

人
 

参
加

人
数

 
６

人
 

事
業

の
課

題
と

目
標

 
課

 
題

 
・

無
趣

味
の

人
が

増
え

て
い

る
。

 
・

同
じ

趣
味

の
人

と
つ

な
が

る
き

っ
か

け
が
少

な
い

。
 

 目
 

標
 

・
趣

味
の

幅
を

広
げ

る
。

 
・

同
じ

趣
味

の
人

と
交

流
す

る
。

 
 学

習
期

間
 

１
１

月
～

１
２
月

 
学

習
場

所
 
研

修
室
・

調
理
実

習
室

 

回
数

 
２

回
 

講
師

 
ま

す
い

ゆ
り

こ
の

夢
工

房
主

宰
：
ま

す
い

ゆ
り

こ
氏

 

学
習

内
容

 
写

真
を
ア

ー
ト
画

の
よ
う

に
加
工

す
る

 

予
算

 

総
額

：
１

０
, ０

０
０
円

 
※

う
ち
参

加
者
負

担
金
：

１
,５

０
０
円

 
内

訳
：
講

師
料
 

１
０

, ０
０

０
円

 
 

 
 
そ

の
他
事

業
費
 

０
円

 

決
算

 

総
額

：
１

０
, ０

０
０
円

 
※

う
ち
参

加
者
負

担
金
：
１

,５
０

０
円

 
内

訳
：
講

師
料
 

１
０

, ０
０

０
円

 
 

 
 

そ
の

他
事

業
費
 

０
円

 

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

 
・

時
間

短
縮

の
た

め
、

元
と

な
る

画
像

を
用
意

す
る

。
 

・
同

じ
画

像
で

も
色

彩
な

ど
を

変
え

て
ニ

ュ
ア

ン
ス

の
違

い
を

参
加
者

が
選
べ

る
よ
う

に
し

た
。

 
・

特
殊

な
手

法
を

使
う

た
め

、
作

業
し

な
が
ら

個
人

に
ア

ド
バ

イ
ス
を

し
た
。

 

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

 
・

慣
れ

な
い

作
業

だ
っ

た
が

、
隣

同
士

で
サ
ポ

ー
ト

し
あ

う
姿

が
み
ら

れ
た
。

 
・

同
じ

素
材

を
使

用
し

て
も

個
性

を
楽

し
む
こ

と
が

で
き

た
よ

う
だ
っ

た
。

 
・

講
師

が
指

導
し

て
い

る
サ

ー
ク

ル
に

参
加
し

て
み

よ
う

と
い

う
参
加

者
が
数

人
い
た

。
 

 備
考

 
     

 講
座

名
 

ニ
コ

ニ
コ

 
楽
部

～
二

胡
に

チ
ャ

レ
ン

ジ
～

 

対
象

 
市

民
 

募
集

人
数

 
１

０
人

 
参
加

人
数

 
９

人
 

事
業
の

課
題

と
目

標
 

課
 
題

 
・

無
趣

味
の

人
が

増
え

て
い
る

。
 

・
同
じ

趣
味

の
人

と
つ

な
が
る

き
っ

か
け

が
少

な
い

。
 

・
音
楽

関
連

の
講

座
が

少
な
い

。
 

 目
 
標

 
・

趣
味

の
幅

を
広

げ
る

。
 

・
初
め

て
の

楽
器

を
楽

し
む
。

 
 学

習
期

間
 

５
月

 
学
習

場
所

 
視

聴
覚

室
 

回
数

 
１

回
 

講
師

 
二
胡

奏
者

：
王

 霄
峰
（

w
an

gx
ia

of
en

g）
氏

 

学
習

内
容

 
中

国
の

楽
器

に
触

れ
て

み
る

 
簡

単
な

メ
ロ

デ
ィ

を
弾

け
る

よ
う

に
な

る
 

予
算

 

総
額

：
１

０
,０

０
０
円

 
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

：
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

１
０

,０
０
０

円
 

 
 

 
そ

の
他
事

業
費

 
０

円
 

決
算

 

総
額

：
９

,０
２

１
円

 
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

：
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

９
,０

２
１

円
 

 
 

 
そ

の
他

事
業

費
 

０
円

 

事
業
参

加
者

へ
の

配
慮

等
 

・
初
め

て
二

胡
に

触
れ

る
人
ば

か
り

な
の

で
、

個
人

へ
の

サ
ポ

ー
ト

を
こ

ま
め

に
行
っ

た
。

 
・

座
り

方
、

弓
の

構
え

方
、
音

を
鳴

ら
す

こ
と

に
慣

れ
る

時
間

を
多

く
と

っ
た

。
 

・
二
胡

は
講

師
の

私
物

の
た
め

、
扱

い
に

気
を

つ
け

た
。

 
・

講
師

の
二

胡
演

奏
も

時
間
内

に
行

っ
た

。
 

 事
業
の

成
果

（
課

題
や

目
標
に

対
し

て
）

 
・

講
座

終
了

時
に

は
「

チ
ュ
ー

リ
ッ

プ
」

の
メ

ロ
デ

ィ
を

全
員

が
演

奏
で

き
る

よ
う
に

な
っ

た
。

 
・

初
め

て
の

楽
器

に
ふ

れ
る
こ

と
が

で
き

、
貴

重
な

機
会

を
得

て
、

感
動

し
て

い
た
。

 
 備

考
 

・
練
習

中
の

音
漏

れ
に

つ
い
て

、
も

っ
と

配
慮

が
必

要
。
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 講
座

名
 

健
康

知
っ

ト
ク
講

座
～
作

っ
て
食

べ
よ
う

エ
コ
料

理
～

 

対
象

 
市

民
 

募
集

人
数

 
８

人
 

参
加

人
数

 
５

人
 

事
業

の
課

題
と

目
標

 
課

 
題

 
・

成
人

病
の

人
が

増
え

て
い

る
。

 
・

自
分

で
料

理
す

る
レ

パ
ー

ト
リ

ー
を

増
や
し

た
い

。
 

・
簡

単
に

再
現

可
能

な
レ

シ
ピ

を
求

め
て

い
る

。
 

 目
 

標
 

・
食

を
通

じ
て

健
康

に
つ

い
て

考
え

る
。

 
・

家
で

再
現

で
き

る
、

お
い

し
い

調
理

法
を
学

ぶ
。

 
 学

習
期

間
 

５
月

 
学

習
場

所
 
調

理
実
習

室
 

回
数

 
１

回
 

講
師

 
食

生
活

改
善

推
進

員
、

市
健

康
課

栄
養

士
 

学
習

内
容

 
食

と
健
康

に
つ
い

て
の
学

び
と
調

理
実
習

 

予
算

 

総
額

：
０

円
 

※
う

ち
参

加
者
負

担
金
：

５
０
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

０
円

 
 

 
 
そ

の
他
事

業
費
 

０
円

 

決
算

 

総
額

：
０

円
 

※
う

ち
参

加
者
負

担
金

：
５

０
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

０
円

 
 

 
 

そ
の

他
事

業
費
 

０
円

 

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

 
・

参
加

者
が

４
０

～
８

０
代

と
幅

広
か

っ
た
た

め
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン
を

と
り
や

す
い

班
分

け
に

し
た

。
 

・
手

軽
に

手
に

入
る

食
材

や
調

味
料

を
使

用
す

る
。

 
・

男
性

の
参

加
者

が
１

人
だ

け
だ

っ
た

の
で
、

そ
の

班
に

は
ス

タ
ッ
フ

が
入
っ

て
交
流

の
手

助
け

を
し

た
。

 

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

 
・

終
始

、
和

気
あ

い
あ

い
と

し
た

雰
囲

気
で
講

座
を

行
う

こ
と

が
で
き

た
。

 
・

メ
ニ

ュ
ー

の
リ

メ
イ

ク
に

つ
い

て
は

、
活
発

な
発

言
が

み
ら

れ
た
。

 
・

調
理

は
平

等
に

役
割

分
担

が
で

き
た

。
 

 備
考

 
メ

ニ
ュ

ー
：

チ
キ

ン
ラ

タ
ト

ゥ
ユ

、
水

菜
と
切

り
干

し
大

根
の

コ
ー
ル

ス
ロ
ー

サ
ラ
ダ

、
 

昆
布

茶
の

簡
単

ス
ー

プ
、

デ
ザ

ー
ト

 
  

 講
座

名
 

禅
講

座
～

座
禅
体

験
in

佛
法
寺

～
 

対
象

 
市

民
 

募
集

人
数

 
１

５
人

 
参
加

人
数

 
１

５
人

 

事
業
の

課
題

と
目

標
 

課
 
題

 
・

禅
に

興
味

は
あ

る
が

、
実
行

す
る

機
会

が
少

な
い

。
 

・
自
分

を
見

つ
め

直
し

た
い
と

思
う

人
は

多
い

。
 

 目
 
標

 
・

心
身

を
整

え
る

体
験

を
す
る

。
 

・
個
々

人
で

人
生

観
を

見
つ
め

直
す

き
っ

か
け

と
す

る
。

 
・

地
域

の
寺

を
知

り
、

地
元
の

つ
な

が
り

を
体

感
す

る
。

 
 学

習
期

間
 

１
月

 
学
習

場
所

 
天

台
宗

 
佛

法
寺

 

回
数

 
１

回
 

講
師

 
佛
法

寺
住

職
：
杉
山

幸
雄

氏
 

生
徒
：
山
下

聖
童

氏
 

学
習

内
容

 
寺

で
座

禅
体

験
を

す
る

 

予
算

 

総
額

：
７

,７
９

６
円

 
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

：
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

７
,７

９
６

円
 

 
 

 
そ

の
他
事

業
費

 
０

円
 

決
算

 

総
額

：
７

,７
９

６
円

 
※

う
ち

参
加

者
負

担
金

：
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

７
,７

９
６

円
 

 
 

 
そ

の
他

事
業

費
 

０
円

 

事
業
参

加
者

へ
の

配
慮

等
 

・
現
地

集
合

解
散

の
で

き
る
人

に
限

っ
て

募
集

を
し

た
。

 
・

 
・

 

事
業
の

成
果

（
課

題
や

目
標
に

対
し

て
）

 
・

日
常

で
な

い
体

験
が

で
き
た

こ
と

に
喜

び
を

感
じ

て
い

た
。

 
・

静
か

な
時

間
の

経
過

を
感
じ

る
こ

と
が

で
き

た
よ

う
だ

っ
た

。
 

・「
気

持
ち

が
整

い
、

ま
た

一
歩
踏

み
出

せ
る

」
と

い
う

声
も

あ
が

っ
た

。
 

備
考

 
・

寺
で

の
体

験
の

た
め

、
当
日

寺
に

緊
急

的
に

何
か

が
入

っ
た

場
合

は
中

止
と

い
う
リ

ス
ク

も
あ

る
。
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講
座
・
学

習
プ
ロ
グ

ラ
ム

【
団
体

育
成
】

 
講

座
名

 
な

ろ
う
！

桜
台
地

域
サ
ポ

ー
タ
ー

 

対
象

 
桜

台
小
中

学
校
区

在
住
地

域
住
民

 

募
集

人
数

 
本

年
度
は

募
集
せ

ず
 

参
加

人
数

 
５

人
 

事
業

の
課

題
と

目
標

 
課

 
題

 
・

地
域

内
で

の
横

の
つ

な
が

り
が

希
薄

で
あ
る

。
 

・
個

人
で

や
り

た
い

と
思

っ
て

い
て

も
、

地
域

活
動

を
行

う
機

会
や
場

が
少
な

い
。

 
 目

 
標

 
・

自
ら

考
え

活
動

す
る

市
民

を
支

援
す

る
。

 
・

桜
台

セ
ン

タ
ー

の
主

催
事

業
を

活
動

の
場
と

し
て

提
供

す
る

。
 

 学
習

期
間

 
１

１
月
～

３
月

 
学

習
場

所
 
レ

ク
リ
エ

ー
シ
ョ

ン
ホ

ー
ル

 

回
数

 
４

回
 

講
師

 
な

し
 

学
習

内
容

 
セ

ン
タ
ー

主
催
事

業
で
フ

ィ
ナ
ー

レ
を
受

け
持
つ

 

予
算

 

総
額

：
５

,０
０

０
円

 
※

う
ち
参

加
者
負

担
金
：

０
円

 
内

訳
：
講

師
料
 

０
円

 
 

 
 
そ

の
他
事

業
費
 

５
, ０

０
０
円

 

決
算

 

総
額

：
０

円
 

※
う

ち
参

加
者
負

担
金

：
０

円
 

内
訳

：
講

師
料
 

０
円

 
 

 
 

そ
の

他
事

業
費
 

０
円

 

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

 
・

み
な

さ
ん

仕
事

を
持

つ
方

々
な

の
で

、
で
き

る
人

が
で

き
る

こ
と
を

す
る
。

 
・

時
間

を
み

な
さ

ん
に

合
わ

せ
る

。
 

・
基

本
L

IN
E
で

連
絡
し

あ
う
。

 
 事

業
の

成
果

（
課

題
や

目
標

に
対

し
て

）
 

・
桜

台
セ

ン
タ

ー
の

主
催

イ
ベ

ン
ト

を
受

け
持

っ
た

。
 

・
セ

ン
タ

ー
と

互
い

に
協

力
し

あ
え

る
団

体
と

し
て

独
立

で
き

た
。

 
 備

考
 

・
セ

ン
タ

ー
の

主
催

事
業

と
し

て
は

今
年

度
で

終
了

す
る

。
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事
業
活
動

 
事

業
名

 
桜
台

セ
ン
タ

ー
利
用

者
連
絡

会
（
総

会
）

 

対
象

 
桜
台

セ
ン
タ

ー
を
利

用
し
て

い
る
サ

ー
ク
ル

や
団
体

 

参
加

人
数

 
３
８

団
体
（

委
任
状

を
含
む

）
 

事
業

の
課

題
と

目
標

 
課

 
題

 
・

参
加

す
る

団
体

が
少

な
い

。
 

・
 

 目
 

標
 

・
リ

ア
ル

参
加

団
体

を
増

や
す

。
 

・
 

・
 

期
間

 
５
月

 
回

数
 

１
回

 

場
所

 
研
修

室
 

事
業

内
容

 

・
令

和
５
年

度
役
員

選
出

 
・
令

和
４
年

度
セ
ン

タ
ー
事

業
報
告

 
・
さ

く
セ
ン

フ
ェ
ス

タ
開
催

の
可
否

 
・
セ

ン
タ
ー

利
用
に

つ
い
て

の
案
内

ほ
か

 

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

 
・

資
料

な
ど

を
用

意
し

、
数

値
と

し
て

把
握
し

や
す

い
よ

う
に

す
る
。

 
・

周
知

を
手

渡
し

と
郵

送
に

分
け

て
、

で
き
る

だ
け

多
く

の
参

加
を
促

す
。

 
 事

業
の

成
果

（
課

題
や

目
標

に
対

し
て

）
 

・
通

常
と

同
じ

く
委

任
状

で
の

参
加

が
多

か
っ

た
。

 
・

 
・

 
備

考
 

・
 

・
 

       

 事
業

名
 

さ
く

セ
ン

フ
ェ

ス
タ

実
行

委
員

会
 

対
象

 
さ

く
セ

ン
フ

ェ
ス
タ

に
参

加
す

る
団

体
 

参
加

人
数

 
１

２
団

体
 

事
業
の

課
題

と
目

標
 

課
 
題

 
・

さ
く

セ
ン

フ
ェ

ス
タ

で
の
係

が
埋

ま
ら

な
い

。
 

・
利
用

団
体

数
の

減
少

に
よ
り

発
表

団
体

が
埋

ま
ら

な
い

。
 

・
 

目
 
標

 
・

係
を

ス
ム

ー
ズ

に
決

定
す
る

。
 

・
 

・
 

期
間

 
５

月
～

３
月

 
回

数
 

３
回

 

場
所

 
研

修
室

 

事
業

内
容

 
さ

く
セ

ン
フ

ェ
ス
タ

を
ス

ム
ー

ズ
に

運
営

す
る

た
め

に
話
し

合
う

 

事
業
参

加
者

へ
の

配
慮

等
 

・
意
見

を
言

い
や

す
い

雰
囲
気

づ
く

り
。

 
・

配
布

す
る

資
料

の
準

備
。

 
・

 

事
業
の

成
果

（
課

題
や

目
標
に

対
し

て
）

 
・

す
べ

て
の

係
が

自
主

的
に
決

定
し

た
わ

け
で

は
な

か
っ

た
。

 
・

い
つ

も
は

参
加

し
な

い
団
体

に
声

掛
け

を
し

た
と

こ
ろ

、
参

加
が

決
定

し
た

。
 

・
 

備
考

 
・

 
・
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 事
業

名
 

さ
く

セ
ン
フ

ェ
ス
タ

 

対
象

 
誰
で

も
 

参
加

人
数

 
来
場

者
：
１

, ４
５

１
人

 
 

参
加

団
体
：

２
１
団

体
+
３

講
座

参
加

者
 

事
業

の
課

題
と

目
標

 
課

 
題

 
・

迷
惑

駐
車

の
防

止
。

 
・

前
日

準
備

と
当

日
撤

去
の

人
手

不
足

。
 

・
 

目
 

標
 

・
事

故
の

な
い

よ
う

に
開

催
す

る
。

 
・

 
・

 

期
間

 
３
月

 
回

数
 

１
回

 

場
所

 
桜
台

セ
ン
タ

ー
敷
地

内
す
べ

て
 

事
業

内
容

 
利
用

団
体
、

地
域
団

体
の
発

表
の
場

 
（
発

表
、
体

験
、
展

示
、
販

売
、
キ

ッ
チ
ン

カ
ー
、

子
ど
も

向
け
ゲ

ー
ム
、

工
作

ほ
か

）
 

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

 
・

ケ
ガ

の
な

い
よ

う
に

目
を

配
る

。
 

・
忘

れ
物

や
落

と
し

物
が

な
い

よ
う

声
掛

け
す

る
。

 
・

 

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

 
・

事
故

な
く

開
催

で
き

た
。

 
・

忘
れ

物
や

落
と

し
物

は
そ

の
日

の
う

ち
に
本

人
に

渡
す

こ
と

が
で
き

た
。

 
・

武
道

系
の

参
加

者
が

、
事

前
準

備
で

も
お
手

伝
い

し
て

く
だ

さ
っ
た

。
 

・
お

手
伝

い
だ

け
の

参
加

団
体

も
あ

り
、

あ
り

が
た

か
っ

た
。

 
 備

考
 

・
近

隣
の

迷
惑

駐
車

抑
制

の
た

め
に

、
セ

ン
タ

ー
ス

タ
ッ

フ
が

交
代
で

道
路
に

立
っ
た

。
 

・
 

      

 事
業

名
 

地
域

交
流

イ
ベ

ン
ト

 
地

域
イ

ズ
ム

 

対
象

 
誰

で
も

 

参
加

人
数

 
１

５
１

人
 

事
業
の

課
題

と
目

標
 

課
 
題

 
・

地
域

で
交

流
で

き
る

場
が
少

な
い

。
 

・
地
域

で
何

か
を

し
た

い
と
い

う
思

い
に

応
え

ら
れ

る
場

や
機

会
が

少
な

い
。

 
・

 
目

 
標

 
・

地
域

住
民

が
楽

し
い

と
思
う

イ
ベ

ン
ト

に
す

る
。

 
・

 
・

 

期
間

 
１

１
月

 
回

数
 

１
回

 

場
所

 
セ

ン
タ

ー
前

駐
車
場

、
１

階
市

民
ホ

ー
ル

、
２

階
公

民
館
部

分
 

事
業

内
容

 
ボ

ッ
チ

ャ
体

験
、
児

童
書

譲
渡

会
、
む
か

し
あ

そ
び

、
読

み
聞

か
せ
、
工

作
、
キ
ッ

チ
ン

カ
ー

 
焼

芋
・

焼
き

菓
子
ほ

か
販

売
 

（
児

童
館

・
図

書
館

は
通

常
通

り
）

 

事
業
参

加
者

へ
の

配
慮

等
 

・
ケ
ガ

や
事

故
の

な
い

よ
う
目

を
配

る
。

 
・

異
年

齢
で

交
流

で
き

る
よ
う

な
企

画
に

し
た

。
 

・
絵
本

の
持

ち
帰

り
用

に
袋
を

用
意

し
た

。
 

事
業
の

成
果

（
課

題
や

目
標
に

対
し

て
）

 
・

思
っ

て
い

た
以

上
に

、
地
域

か
ら

絵
本

が
集

ま
っ

た
。

 
・

ボ
ッ

チ
ャ

で
は

子
ど

も
と
高

齢
者

の
交

流
が

み
ら

れ
た

。
 

・
 

備
考

 
・

 
・
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 事
業

名
 

も
っ

と
ほ
っ

と
ル
ー

ム
（
年

間
登
録

制
・
児

童
館
合

同
）

 

対
象

 
市
内

在
住
在

学
の
中

学
生
か

ら
１
８

歳
未
満

の
子
ど

も
 

参
加

人
数

 
７
人

 

事
業

の
課

題
と

目
標

 
課

 
題

 
・

放
課

後
の

子
ど

も
た

ち
の

健
全

な
居

場
所
が

少
な

い
。

 
・

家
庭

の
事

情
な

ど
に

よ
っ

て
、

家
で

勉
強
し

づ
ら

い
子

ど
も

が
い
る

。
 

・
 

目
 

標
 

・
子

ど
も

た
ち

の
安

全
安

心
な

居
場

所
を

つ
く

る
。

 
・

 
・

 

期
間

 
４
月

～
３
月

 
回

数
 

４
３
回

 

場
所

 
中
高

生
ル
ー

ム
、
レ

ク
ホ
ー

ル
ほ
か

 

事
業

内
容

 
第
１

～
４
金

曜
 
１

７
時
～

１
９
時

 
開
館

時
間
を

延
長
し

て
居
場

所
と
す

る
 

（
第

１
は
数

学
の
ア

ド
バ
イ

ザ
ー
が

在
席
、
第

３
は

レ
ク

ホ
ー

ル
で

体
を

動
か

せ
る

、
第

４
は

Ｙ
Ｓ

Ｂ
桜

台
と
交

流
す
る

こ
と
も

で
き
る

）
 

事
業

参
加

者
へ

の
配

慮
等

 
・

自
由

に
過

ご
せ

る
よ

う
に

す
る

。
 

・
相

談
な

ど
が

あ
る

と
き

に
は

言
い

や
す

い
よ

う
な

雰
囲

気
を

つ
く
る

。
 

・
 

事
業

の
成

果
（

課
題

や
目

標
に

対
し

て
）

 
・

年
間

を
通

し
て

参
加

す
る

子
ど

も
が

い
た
。

 
・

Ｙ
Ｓ

Ｂ
桜

台
の

人
と

の
交

流
を

目
的

に
く
る

子
ど

も
も

い
た

。
 

・
レ

ク
ホ

ー
ル

で
遊

ぶ
の

を
楽

し
み

に
し

て
い

た
子

ど
も

も
い

た
。

 
備

考
 

・
 

・
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